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本日の内容

０１ 埼玉県の保健師の人材育成

01 保健所・保健師の現状

02 階層別研修体系

０２ 「創造育成研修」について

０３ おわりに



埼玉県について
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埼玉県の保健所設置状況
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埼玉県の保健師の構成
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保健師の重層的人材育成体系
統括保健師・地域統括保健師

県保健医療政策課
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本庁統括保健師

副所長保健師

副所長保健師筆頭保健師（主幹級）

市町村管理期保健師

県設置保健所 １３保健所

・ 拠点保健所 ４保健所

・ 人口規模の大きい保健所 ２保健所

副所長を配置

その他の保健所 ７保健所

（広域調整担当や食品監視の機能を有する）

地域統括保健師

副所長

主幹級

７名

６名

地域統括保健師

統括保健師、地域統括保健師を設置

地域連携のための重層的な会議体制

地
域
会
議

全
体
会
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県全体
（保健所・市町村）

保健所ごと
（保健所・市町村）

本庁に報告（７月、３月）

保健所の報告を
取りまとめて
フィードバック
（年２回）



キャリアレベル 研修計画

部長、局長
課長
係長、班長

総括的機能
組織横断的調整機能
後輩指導 等

地域診断施策化
関係機関との協働
係内リーダー 等

基本的な日常業務ができる
新任保健師

B-4
B-3
B-2
B-1

A-5

A-4

A-3

A-2

A-1

保健師ステップアップ研修

プリセプター研修

県市町村保健師
連絡調整会議
（全体会議）

プレ管理期研修

管理期保健師研修
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キャリアラダーに応じた研修体系 令和７年度

本庁・拠点保健所（４か所）・保健所（１３か所※）の３層でそれぞれ実施

本庁が企画・運営 保健所が企画・運営

※拠点保健所４か所を含む

施策を自立して行う

特定分野のエキスパート



令和4年度時点の人材育成の課題

県保健師の現状
（R４）

１ ２ ３

健康課題と保健活動への
期待

保健師活動への
経験・意識

住民のニーズも複雑化・多様化

高齢化

取り組むべき課題が多種・多様

人口減少 フレイル予防

自殺予防 健康危機対応

プレコンセプションケア推進

市町村支援等

次期管理期世代の保健師が非常に少ない

県保健師

192人

・25課所に分散配置。
・技師・主任級が63%、
主査級が11%。
・50歳以上が約40％

技師・主任級

63%

主査級

11%

• 約80％が保健所配置。
3年間に渡るCOVIDｰ19への対応により
感染症業務以外は縮小が続いている。

• 約34%の保健師はR2年以降に採用され、
コロナ禍以前の地域保健活動が不足している。

• 近年採用される保健師は、多様な経歴を有し
ている。

新任期 中堅期

公衆衛生の観点に立った
地域保健活動経験の不足

課題解決に向けた
方策の立案・実行への

自信の薄れ

係員を指導し、活動をリードする管理期保健師の育成

新任・中堅期保健師の人材育成と技術継承

職位に関わらず公衆衛生の専門性を深め、
時代の変化を捉えた積極的な保健活動を展開出来る
人材の育成

01 保健師が地域の健康課題を積極的に把握し、
前向きな保健活動を展開するスキルの向上

02 いずれの職位においても、
管理期保健師・統括保健師の役割を意識し、
広い視野とフォロワーシップ・リーダーシップの
醸成を図る

方 針課 題

令和４年度～

ｅｔｃ・・・



持続可能な保健活動に向けた階層別研修へ

ポストコロナの新たな埼玉県保健師活動

令和４年度～

継続的な実践力の強化 知識力の向上と共有課題解決力とリーダーシップの醸成

採用１～３年目研修 ナレッジマネジメント研修創造育成研修

新規採用者研修

採用２年目フォローアップ研修

採用３年目フォローアップ研修

＋

昼休みを利用し、２０分の担当事業・活動報告を
オンラインで実施。（月２回程度・R5に実施）

従来の新規採用者研修に加え、採用２・３年目
研修を新設し、継続的なフォローを実施。

新任・中堅期保健師、管理期保健師が地域の
健康課題に係る政策提言を行う重層的研修

創造的活動への
意識醸成

多様な保健活動の
理解促進

キャリアプラン
形成のサポート

発表者の自己の
活動の振り返り

令和７年度からはさらに…

新設

・ 対象は県保健師
・ 先輩保健師が講師となり、県保健師と
しての経験や知識を通じて保健師としての
基礎を継承

県・市町村合同

いずれの職位においても、
管理期保健師・統括保健師
の役割を意識し、広い視野
とフォロワーシップ・リー
ダーシップの醸成を図る。

保健師が地域の健康課題を
積極的に把握し、前向きな
保健活動を展開するスキル
の向上を図る。

・ 参加対象を県内市町村保健師に拡大
・ キャリアレベルに応じたテーマ設定
・ 県立大学のバックアップを受け、
継続した卒後教育の実施

埼玉県立大学

＼ 注目 ／



創造育成研修
新任・中堅期保健師を受講生とし、管理期保健師が支援役割を担うことで、

各期の専門的能力の育成を図る重層的研修

新任・中堅期保健師主幹級保健師

受講生ファシリテーター

▪ 担当業務を超えた課題検討
▪ 課題の根拠となる量的・質的データの検索
▪ 所属組織の立場を踏まえた政策の検討・提言
▪ 他職種に向けた政策のレクチャー経験
▪ ファシリ―テーターを支えるフォロワーシップの発揮

▪ 所属の違う受講生をまとめ、
目標に導くリーダーシップの発揮

▪ 統括保健師を意識した広い視野と
先見性を養う

支援的役割

同自治体の保健師として課題を共有し
職位を問わず育ち合う風土づくり

共通の育成要素

所属や担当を超えた意見交換

日頃の制約にとらわれないチャレンジ

研修対象者

研
修
の
変
遷

令和４年度 令和５年度 令和６年度
１日研修として
スタート

通年で５日間の
研修に

市町村職員も
対象に



創造育成研修

講師・助言者

看護系大学 教授・准教授 法学部総合政策学科 教授 統括保健師
（企画・運営者）

保健所副所長保健師
（伴走者）

厚生労働科学研究の一環として研究班の協力・支援を得て実施

• 事務局の研修企画への指導・助言
• 受講生、ファシリテーターへの講義や演習等の運営に関わる講師
• 各チームの演習への伴走
• ファシリテーターである管理期保健師の相談対応・サポート
• 施策提言に向けた根拠に基づく課題の整理・具体策の立案、
それらの効果的な可視化、レクチャー方法への助言等

講師・指導者の役割

教育機関との連携



創造育成研修

講義（オンライン視聴）

事前課題 ２日目 ４日目 ６日目１日目 ３日目 ５日目

令和７年度予定

・ 次世代への期待
地域統括保健師（R6伴走者）

・ 自立した保健師の役割・能力
講師

・ 根拠に基づく事業・施策の展開
講師

・ 本研修においてファシリテーターを担う意義
講師

・ 本研修におけるファシリテーターの役割
（R6ファシリテーター経験者）

7/16

演習Ⅲ
地域課題に対する現状分析
演習Ⅳ
インタビュー先の検討
日程調整・内容検討

6/20

演習Ⅰ
グループ課題検討・決定
演習Ⅱ
課題共有と情報の整理

インタビュー

演習Ⅴ
インタビュー
※日程は各グループで決定

11/6

演習Ⅸ
中間報告
演習Ⅹ
研修６日目に向けてのまとめ

9/3

演習Ⅵ
インタビュー結果の分析
演習Ⅶ
事業・施策の検討
演習Ⅷ
事業・施策により期待される効果の
検討

R8/2/20

埼玉県健康福祉研究
発表会での発表



創造育成研修
健康福祉研究発表会での政策提言

＜発表演題＞

①精神障害者にも対応した地域包
括ケアシステムの推進
～アウトリーチ事業や先進的な
取組を通じて見えてきたこと～
（県）

②若者の性の健康増進を目指す
今後の埼玉県の取組について
（県）

③地域における感染症対策の向上
（県）

④医療的ケア児とその家族の災害
対策について～まるごとつなげ
る災害ネットワーク～（県）

⑤妊娠期からの切れ目のない支援
に向けて～妊娠8か月頃アン
ケートからの分析～（中核市）

令和6年度 第26回埼玉県健康福祉研究発表会
第３部 シンポジウム「創造力と協創で実現する新たな公衆衛生」

成果



創造育成研修
研修の様子

講師の先生方

埼玉県健康福祉研究発表会中間発表

演習（グループワーク）



創造育成研修
次世代リーダーの育成に向けた考察 （R５年度研修から）

令和５年度厚生労働科学研究 分担研究報告書
「自治体保健師管理能力育成のための教育プログラム検討（第一報）－一県との保健師研修プログラムに関わるアクションリ
サーチ－ 春山早苗（自治医科大学看護学部 教授） ほか から

・ 管理期保健師として果たすべき役割・機能の認識

・ 保健師間・組織内での管理期保健師の役割の共有

・ 管理期保健師の組織的な位置づけの理解と機能の発揮

・ 健康課題解決のための保健活動の方向性やビジョンを示す

成果を上げる組織運営
・ リーダーとしてのマネジメントにより、業務の成果を上げる
・ パフォーマンス向上のための職場環境づくり

人的・物的資源の有効活用
・ 職員の特性を見極め成長を促す
・ 優先的業務のための財源・資源確保調整

統括保健師に求められる専門的・行政的管理能力向上への寄与

専門的管理能力

行政的管理能力



・ 公衆衛生の専門性、保健所や自治体保健師の役割の認識

・ 住民の健康課題等の可視化、言語化

・ 根拠に基づく事業・施策の展開

・ 組織内・関係者への説得、住民への説明に関する自信の獲得

・ 保健師間の育ち合いの風土づくりやその責任性の認識向上 （＝人材育成の推進）

・ 挑戦的かつ現実的な課題に関わる仕事の経験
・ 多様な業務や部署の経験
・ 他職種・他機関の人々とのディスカッションの経験
・ 質の高いフィードバック

保健師が管理能力を段階的に獲得していくための
研修を含めた体系的な人材育成の強化が更に必要

管理職以前からの教育の必要性

研修での補完

創造育成研修
次世代リーダーの育成に向けた考察 （R５年度研修から）

令和５年度厚生労働科学研究 分担研究報告書
「自治体保健師管理能力育成のための教育プログラム検討（第一報）－一県との保健師研修プログラムに関わるアクションリ
サーチ－ 春山早苗（自治医科大学看護学部 教授） ほか から

OJT

Oｆｆ-ＪＴ



・ 量的データ・質的データに基づく健康課題の可視化・言語化

・ 所属・担当を超えた意見交換

・ 制約にとらわれないチャレンジ

・ 職位に応じたフォロワーシップ・リーダーシップ・マネジメントの発揮

・ 所属組織の立場を踏まえた政策の検討・提言

・ 他部署、他職種に向けたプレゼンテーション

・ 質の高いフィードバック

「創造育成研修」におけるリーダー育成に向けた中心的要素

創造育成研修
次世代リーダーの育成に向けた考察 （R５～7年度研修から）

これまでの考察要素を盛り込んだ

より幅広い保健師が経験できる 持続可能な

研修プログラムの検討が必要

今後に向けた

対応課題



創造育成研修
次世代リーダーの育成に向けて

計５チーム

改訂プログラム案（例）

県内教育機関の教員の協力
（講師、各チームに伴走、ファシリテーターサポート）

実施体制 受講対象者 ※発表は県内全市町村と共有

圏域チーム（県・市町村混合）

市町村チーム（一定規模の自治体）

県チーム

研修前

Day

01
Day

02
Day

03
Day

04

事前動画視聴
課題選定

課題検討
インタビュー計画

関係機関への
インタビュー

施策検討 発表

• 目的の明確化、
モチベーションの向上

• 自治体・地域内の
課題の選定

• 根拠となる
量的データの抽出

• 質的データ調査先
（関係機関）の検討

• 複数機関、関係者
へのインタビューの
実施

• 課題に対する
施策の検討

• プレゼンテーション
• 講師からの
フィードバックの
共有

個別学習 ワークシートに
基づき整理

各チームで調整
ワークシートに基づき整理

発表資料作成 オンデマンドで
実施



創造育成研修
参加者の振り返り

現行の業務について保健師が果たす
べき役割を考察する意識が高まった。

課題の根拠となる様々なデータの分
析、そこから導き出される施策の検
討までの一連の流れの理解に苦慮し
たが、その分実際の事業展開でより
意識するようになり、自信となった。

限られた情報の中で、メンバーの特性
や状況を勘案して、物事を動かしてい
く実践的な訓練となった。

グループメンバーの中で経験年
数が一番上であったため、ファシ
リテーターとメンバーとの橋渡し
の必要性の意識が高まった。

初めて合うメンバーでも、繰り返
し話し合い、取組を共有していく
ことで関係が構築され、より前向
きで、積極的な取組につながる
重要性を改めて認識できた。

法律や国の施策等、エビデンスを確認
して動くことを意識できるようになり、
習慣化している。

令和５、６年度に研修に参加した保健師の声

新任・中堅期保健師主幹級保健師

受講生ファシリテーター

健康課題は地域にたくさんある。
その気づきを大切にするようになった。これはどうなんだろ
う？と気づきをスルーせず、言語化して発信するようになって
いる。

関係者や住民にヒアリングする有効性を実感できたことから、
机上で考えるだけでなく、ヒアリングを企画していこうとする実
践力が育っている。

日頃一緒にいない職場外のメンバー
とディスカッションしながら1つの課
題を時間をかけ推進した研修の日々
は、地域包括ケアシステムを構築する
保健師として、見えない相手をも意識
してコトやモノを動かしていく実践に
も通じると思った。

所属の主幹級保健師から見てー



お知らせ

都道府県が実施する現任保健師研修における

教育機関との協働

本日説明した取組について
第１４回日本公衆衛生看護学会学術集会で

ワークショップを予定しています

行政と教育機関との連携について
考え、学び合いませんか？

御参加をお待ちしております！

日時 2025年12月13日（土）～14日（日）

会場 石川県地場産業振興センター（石川県金沢市）

テーマ

教育 現場×

つながろう！


